	平成２５年度第１１回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２６年３月１３日（木）１８：００～２０：２０
津波・高潮ステーション　会議室

	意見記入用紙に書かれた意見
（中村氏）
（意見）

　木津川・安治川・尻無川にかかる３大水門は、津波の進行方向に垂直に閉鎖することになり、水門下流域に被害をもたらすのみならず満潮でないとき３ｍ前後の津波が来たとき水門を閉めなければ上流に溯上し自然消滅するものを水門を閉鎖すれば多大の被害を水門下流に引き起こし、人災を引き起こすことになる。
このことは、津波対策を検討されている河川構造物等審議会と土木構造物耐震対策検討部会にも26年度本格検討はするとなっている。
P30の液状化対策で津波等被害を軽減となっているが他の政策を行ない、3大水門を閉めないことにより安全な街にするための嵩上げなどもシミュレーションで検討して対策をもっと検討すべきである。
　河川構造物審議会と土木構造物耐震対策検討部会の一般傍聴の意見を参照してください。また、当審議会で結論づけるのであれば３大水門閉鎖の合理性をシミュレーション結果・検討内容をオープンし説明すべきです。
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

　
2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他




